
タバコを吸い続けると、味やニオイに鈍感になることを知っているでしょうか。下図にあるようにタバコ

の煙に含まれるニコチンやタールは、舌の表面にある味を感じる細胞や、鼻の奥にあるニオイを感じる

細胞に悪影響を与えます。すると、タバコを吸わない人なら感じるはずの味やニオイを感じることがで

きなくなり、悲しいことに喫煙者たちは食べ物の本来の味やニオイを感じていない事を知らないまま生

活しているのです。 

ところが、タバコを吸うのをやめて４８時間を過ぎると、味覚や嗅覚が回復し始めます。だから禁煙に

成功した人達は、「食事がおいしくなった」とか「他人のタバコのニオイがすぐわかるようになった」という

経験をするそうです。 

タバコを吸い始めてしまうと、こんな所でも損をしてしまいますよね。 
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